
余命3ヶ月と告げられたハツエさんは入院を

拒み、車椅子での来所となつた。そして1ケ月

余り後0¨ 。彼女は百人一首をすらすらと読み、

日記や習字も書かれるようになり、アルツハイ

マー病、パーキンソン病から再び人生の輝きを

取り戻した。   ′
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〈申込先〉著者 矢崎 タミコ

ふれあい広場 やざき 気付
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“第二のふるさと"になつた。だが、終の棲家には

なれなかつたふそれが心残りでもあり、申し訳な

さでもある。

1946年 島根県邑南町生まれ
1967年 鳥大医学部付属看護学校卒業

32年間同付属病院勤務
2002年 米子市米原に医師の夫と共に
(平成14年)診療所&認知症通所介護施設「モモの家」

日 女 子高校生が母親に連れら

れて受診に訪れた。金髪で、イヤリング、酒に

酔つてグデングデンである61彼章は「モモの家」
でのボランティアを通して再生してぃく。

やがて看護師の国家試験に合格して巣立って

行つた。      (ジ ジ。ババさんの力より)

美喜子さんは歩くこともままならず、支えられる

ようにして診療所を受診された。うつ症状で精

神薬に頼つていた彼女は、減薬の結果、1年余り

で劇的に元気を取り戻し、ついにほぼ日常生活

が普通に送れるようになつた。書の腕前は相当

のもので、あちこちで優秀賞をもらわれた。
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2023年 3月末で「モモの家」退職
(令和5年)        剰鰊′yazamomo

ふれあい広場 やざき
〒683-0804鳥取県米子市米原9丁 目3番10号
〈丁EL〉 0859-23-5656 (FAX〉 0859-23-5600
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